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都市計画に対する意見書の分類一覧 
 

厚木都市計画 区域区分の変更（神奈川県決定） 

整理 

番号 
受付年月日 住 所 意見の区分及び類型 

１ Ｈ28.05.18 東京都江東区平野１丁目 賛 成 Ａ 

２ Ｈ28.05.18 東京都港区南青山２丁目 賛 成 Ａ 
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都市計画に対する意見書の要旨と都市計画決定権者の見解 
 

厚木都市計画 区域区分の変更（神奈川県決定） 

類型 意見書の要旨 都市計画決定権者の見解 延べ人数 

Ａ 賛成 

【①国道 129 号線沿線厚木市戸田地区の

市街化区域編入について】 

○ 近年、本地域は、厚木南 IC 整備工

事とそれに関わる国道 129 号線拡幅工

事により、歩行者通行路の整備、戸田

南交差点への信号機新設、戸田小学校

隣地への住宅の新築などが行われ、健

全な街並みが形成されはじめている。 

 国道 129 号線は、平塚・厚木間を結

ぶ交通の大動脈であり、これからも交

通量の増加が見込まれる事や地域住民

の生活の利便性を鑑み、本地域での沿

道サービス施設、住宅地開発の拡充は

急を要する。 

 本地域は、市街化調整区域、農業振

興地域に指定されており、沿道サービ

ス施設等の誘致が困難である。 

 昭和 62 年、平成 22 年の２回、道路

拡幅に伴う収用により所有地の面積が

減少し、農地としての活用に支障をき

たす土地所有者も存在している。 

 以上の事情を斟酌し、本地域の市街

化区域の指定の検討をお願いする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①国道 129 号線沿線厚木市戸田地区の

市街化区域編入について】 

○ 県では、市町及び県民の方々の意見

を踏まえ、平成 26 年１月に策定した

「第７回線引き見直しにおける基本的

基準」に基づいて、第７回線引き見直

しにおける都市計画区域を市街化区域

と市街化調整区域に区分する区域区分

の決定又は変更を行うこととしていま

す。 

○ この基準では、市街化調整区域から

市街化区域に編入できる区域につい

て、既成市街地（すでに市街地を形成

している区域）と、新市街地（優先的

かつ計画的に市街化を図るべき区域）

に区分しています。 

 御要望をいただいた区域を市街化

区域に編入して、新たな住宅地等を

整備するためには、新市街地におけ

る市街化区域への編入基準を満たす

ことが必要となります。 

 具体的には、第７回線引き見直し

の目標年次（平成 37 年）において、

人口の増加が見込まれるとともに、

市町村マスタープラン等にその必要

性が位置づけられている区域である

ことや、土地区画整理事業などによ

る計画的な市街地整備の実施の見通

しが明らかになることなどが必要で

す。 

 厚木都市計画区域の人口は、目標

年次においても増加が見込まれると

予測していますが、本地区は新たに

住宅地等を創出する地区として「厚

木市都市マスタープラン」に位置づ

けておらず、また、地域における計

画的な市街地整備の実施の見通しは

ありません。 

 このため、第７回線引き見直しに

おいて、御要望のあった区域を市街

化区域に編入することはできませ

ん。 

 

２ 
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都市計画に対する意見書の要旨と都市計画決定権者の見解 
 

厚木都市計画 区域区分の変更（神奈川県決定） 

類型 意見書の要旨 都市計画決定権者の見解 延べ人数 

  

【②同地区の農用地区域の除外につい

て】 

○ 農用地区域の除外の検討をお願いす

る。 

 

【②同地区の農用地区域の除外につい

て】 

○ 農用地区域除外に関する御意見につ

いては、県及び市の所管部局に伝えま

す。 
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都市計画に対する意見書の分類一覧 
 

海老名都市計画 区域区分の変更（神奈川県決定） 

整理 

番号 
受付年月日 住 所 意見の区分及び類型 

１ Ｈ28.05.24 海老名市杉久保南４丁目 反 対 Ａ 
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都市計画に対する意見書の要旨と都市計画決定権者の見解 
 

海老名都市計画 区域区分の変更（神奈川県決定） 

類型 意見書の要旨 都市計画決定権者の見解 延べ人数 

Ａ 反対 

【①海老名市杉久保南の一画を市街化区

域編入することについて】 

○ 昭和 45 年に市街化調整区域として

設定されて以来、第６回線引き見直し

まで近隣の市街地と同じになるよう指

導を受け、また、協力してきた。 

 国勢調査への協力、本下水道工事の

アドバイス、境界杭の確定の立会い、

側溝の完備、集中ガス配管等、隣地と

差のない環境となった。 

○ 第７回線引き見直しには市街化区域

になると考えられていた。また、県の

方針でもあり、市県に協力し続けてい

た。 

○ 平成 27 年２月にアンケートが配布

され、多数決により現状のままと知ら

されてビックリした。 

 急に全く違った方式による判断基準

とするのはおかしいのではないか、公

平公正ではないのではないか。 

○ 現地を再度見て、市街化区域とすべ

きである。市街化調整区域では納得で

きない。 

○ 第７回線引き見直しから市街化区域

とすべきである。近隣には全く不利に

なる要件はない。市街化区域となるよ

うにして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①海老名市杉久保南の一画を市街化区

域編入することについて】 

○ 県では、市町及び県民の方々の意見

を踏まえ、平成 26 年１月に策定した

「第７回線引き見直しにおける基本的

基準」に基づいて、第７回線引き見直

しにおける都市計画区域を市街化区域

と市街化調整区域に区分する区域区分

の決定又は変更を行うこととしていま

す。 

○ この基準では、市街化調整区域から

市街化区域に編入できる区域につい

て、既成市街地（すでに市街地を形成

している区域）と、新市街地（優先的

かつ計画的に市街化を図るべき区域）

に区分しています。 

 御要望をいただいた区域は、以前

より、意見書提出者から、県、海老

名市ともに何度も市街化区域に編入

するよう要望をいただいておりまし

たので、第７回線引き見直しにあた

り、その取扱いについて検討いたし

ました。 

 この区域は、既成市街地における

市街化区域への編入基準（「既決定

の市街化区域に接する区域」であ

り、かつ、「平成 22 年国勢調査によ

り人口集中地区になっている区域

（建築物が建っていない区域を除

く。）」であること）を満たしてい

ましたので、海老名市では、平成 26

年６月に、市街化区域へ編入するメ

リットとデメリットを提示した上

で、関係権利者に「市街化区域への

編入に関するアンケート」を実施し

ました。 

 このアンケート結果では、約３割

の方が反対されている状況であり、

「やむを得ない」とする方々の御意

見を加えれば、賛成ではない方々が

全体の４割を超えることとなりま

す。 

 

１ 



- 7 - 

 

都市計画に対する意見書の要旨と都市計画決定権者の見解 
 

海老名都市計画 区域区分の変更（神奈川県決定） 

類型 意見書の要旨 都市計画決定権者の見解 延べ人数 

  

 

 

 

 

 

 

【②同様地区について】 

○ 同じ条件の土地を見たい。教えて下

さい。 

 

 このように、地元における全体的

な合意形成が得られていない状況を

踏まえ、今回の線引き見直しでは、

当該区域の市街化区域編入は行わな

いことといたしました。 

 

【②同様地区について】 

○ 御要望をいただいた区域と同様に

「既決定の市街化区域に接する区域」

であり、かつ、「平成 22 年国勢調査

により人口集中地区になっている区域

（建築物が建っていない区域を除

く。）」を満たす区域はありますの

で、地区を御確認されたい場合には、

県都市計画課が作成した「神奈川県市

街化動向図（平成 22 年度都市計画基

礎調査）」を御利用ください。 
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都市計画に対する意見書の分類一覧 
 

綾瀬都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更（神奈川県決定） 

綾瀬都市計画 区域区分の変更（神奈川県決定） 

受付 

番号 
受付年月日 住 所 意見の区分及び類型 

１ Ｈ28.05.25 綾瀬市深谷中４丁目 反 対 Ａ 
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都市計画に対する意見書の要旨と都市計画決定権者の見解 
 

綾瀬都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更（神奈川県決定） 

綾瀬都市計画 区域区分の変更（神奈川県決定） 

類型 意見書の要旨 都市計画決定権者の見解 延べ人数 

Ａ 反対 

【①綾瀬インターチェンジ建設推進協議

会について】 

○ 綾瀬インターチェンジ建設推進協議

会は、平成 16 年に市内の商工業者、

自治会、農業団体や多くの公益団体等

によって「東名綾瀬インターチェンジ

の実現」のために設立され、官民協働

を基調にして市民・経済界・市民団体

など「ALL 市民」の枠組みを形成し幅

広く多様な活動を展開してきた。 

 設立以来広範な意見を集約し、多く

の市民に活動の共感を得るため、一般

市民や専門家(東京工業大学名誉教

授、立教大学教授、まちづくりや社

会・経済等の専門家など)によるまち

づくりフォーラムも２回開催した。そ

の上で、綾瀬市、神奈川県、市議会、

地元選出の県議会議員、綾瀬スマート

インターチェンジ地区協議会に対し建

設促進と共に、低層・優良な住宅地に

近接し市の中心部に設置するインター

チェンジにより想定される課題につい

ても認識し、綾瀬市とも協議のうえ

「環境、安全、官民協働、市民合意」

の視点に立った「活動方針」を策定

し、関係機関等にその推進・実現につ

いて要請してきた。 

 現在も本協議会活動方針は官民で共

有していると認識している。 

 当協議会は今後も多くの市民の意見

を集約し、綾瀬スマー卜インターチェ

ンジの早期実現に向け、綾瀬市、神奈

川県と引き続き連携するとともに、本

市の基本理念である「水と緑・文化が

綾をなす環境共生のまち」を目指し、

安全・安心で、豊かで、自立性や独自

性の高い、自然と文化が調和した環境

共生都市づくりに協力していく。 

 

【②整開保の修正案について】 

○ 第７回線引き見直しの都市計画(案)

の中で、「物流、流通機能の集約を図

る」旨の記述がある。これは、多くの

市民(インター推進、反対、疑問の立

 

【①綾瀬インターチェンジ建設推進協議

会について】 

○ 綾瀬インターチェンジ建設推進協議

会につきましては、意見書の提出とと

もに御提供いただきました「綾瀬イン

ターチェンジ建設推進協議会の今後の

活動方針」に記載のとおり、『インタ

ーチェンジ周辺地区や都市計画道路寺

尾上土棚線沿道において、今後新たな

大規模な専用倉庫やモーテル等の土地

利用が進行しないよう、規制・誘導策

の展開を早期に実施する』ことを綾瀬

市に要望されていることは承知してお

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②整開保の修正案について】 

○ 「都市計画区域の整備、開発及び保

全の方針（以下「整開保」とい

う。）」は、都市計画区域のマスター

プランであり、都市計画の目標、区域

１ 
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都市計画に対する意見書の要旨と都市計画決定権者の見解 
 

綾瀬都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更（神奈川県決定） 

綾瀬都市計画 区域区分の変更（神奈川県決定） 

類型 意見書の要旨 都市計画決定権者の見解 延べ人数 

場を超えて)や本協議会のこれまでの

インターチェンジ設置に伴うまちづく

りの方向性とは異なるものである。 

○ 当協議会に関する資料や活動記録を

添え、修正(案)を提出するので、多く

の市民の思いを実現すべく、検討をお

願いする。 

・ 整開保 P.６ ②カ 

さがみ縦貫道路、～中略～、さらに

は、東名高速道路に設置する(仮称)綾

瀬スマートインターチェンジの周辺で

は、広域的な交流連携機能を生かし、

企業の立地ニーズにこたえる産業用地

を創出し、新たな産業（物流を除く）

の集約を図る。（綾瀬スマートインタ

ーチェンジの記述部分のみ修正) 

・ 整開保 P.10 ③早園地域 

東名高速道路(仮称)綾瀬スマートイ

ンターチェンジが設置される地域中央

部は、インターチェンジに隣接する優

位性を生かし、社会状況の変化に応じ

た産業・工業交流拠点の形成を図りつ

つ、既存工業地区の南側縁辺部は企業

等（物流を除く）の計画的な誘導を図

る。 

・ 整開保 P.10 ⑤中央地域 

地域南西部は、インターチェンジへ

のアクセス性を生かした工業・流通

(物流を除く)、研究拠点としての土地

利用を誘導し、産業の活性化を図る。 

・ 整開保 P.11 ⑦新市街地ゾーン 

本区域南部及び中央部においては、

企業等の計画的な誘導を図るため、産

業系(物流を除く)土地利用の検討を行

っていく。 

・ 整開保 P.14 ②イ 工業・流通業務

地 

早川地区の(仮称)綾瀬スマートイン

ターチェンジ周辺は、産業(物流を除

く)交流エリアとして中密度の利用を

図る。 

 

区分の決定の有無及び当該区域区分を

定める際の方針並びに主要な都市計画

（土地利用、道路や公園等の都市施設

の整備、自然的環境の整備又は保全な

ど）の決定の方針を示しています。 

○ 今回の第７回線引き見直しでは、イ

ンターチェンジ周辺の幹線道路沿道等

における産業系市街地整備の推進を重

点的な取組みの一つとしており、広域

的な交流連携機能を有するインターチ

ェンジの周辺に産業用地を創出し、新

たな産業や物流機能の集積を図ること

は、合理的な土地利用の実現であり、

効率的で質の高い都市整備の推進、集

約型都市構造への転換に寄与すると考

えております。 

この物流機能とは、単に物品を保

管・貯蔵する「大規模な専用倉庫」

だけを対象としたものではなく、近

年、多様化が進み、荷造り・商品組

合せ・梱包・検品なども行う工場機

能を兼ね備えた物流施設等も想定し

ており、新たな生産や雇用の場とし

て、また、地域経済の発展にも寄与

するものとして、綾瀬市も同様に考

えております。 

○ 御意見のとおり、「物流」の誘導や

集約化の方針を全市的に制限すること

は、今後開通する（仮称）綾瀬スマー

トインターチェンジを契機として、新

たに立地する施設だけでなく、既存の

施設も含めた物流機能を排除すること

となり、企業ニーズへの対応や土地利

用増進が図られなくなるものと考えま

すので、整開保の都市計画案の修正・

変更は行いません。 

 なお、綾瀬市では、（仮称）綾瀬

スマートインターチェンジの開通に

あわせ、市の新たな玄関口となるよ

う、その周辺地区及び沿道につい

て、地区計画制度等を活用した適正

な土地利用のコントロールを行うよ

う検討を進めていると聞いておりま

す。 
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都市計画に対する意見書の分類一覧 
 

南足柄都市計画 区域区分の変更（神奈川県決定） 

整理 

番号 
受付年月日 住 所 意見の区分及び類型 

１ Ｈ28.05.17 南足柄市班目 その他 Ａ 
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都市計画に対する意見書の要旨と都市計画決定権者の見解 
 

南足柄都市計画 区域区分の変更（神奈川県決定） 

類型 意見書の要旨 都市計画決定権者の見解 延べ人数 

Ａ その他 

【南足柄市班目の一部を市街化区域編入

することについて】 

○ 市街化調整区域の土地を市街化区域

に編入してほしい。 

 

 

【南足柄市班目の一部を市街化区域編入

することについて】 

○ 県では、市町及び県民の方々の意見

を踏まえ、平成 26 年１月に策定した

「第７回線引き見直しにおける基本的

基準」に基づいて、第７回線引き見直

しにおける都市計画区域を市街化区域

と市街化調整区域に区分する区域区分

の決定又は変更を行うこととしていま

す。 

○ この基準では、市街化調整区域から

市街化区域に編入できる区域につい

て、既成市街地（すでに市街地を形成

している区域）と、新市街地（優先的

かつ計画的に市街化を図るべき区域）

に区分しています。 

 御要望をいただいた区域を、市街

化区域に編入して、新たな住宅地等

を整備するためには、新市街地とし

て市街化区域に編入するための基準

を満たすことが必要となります。 

 具体的には、第７回線引き見直し

の目標年次（平成 37 年）において、

人口の増加が見込まれるとともに、

市町村マスタープラン等にその必要

性が位置付けられている区域である

ことや、土地区画整理事業などによ

る計画的な市街地整備の実施の見通

しが明らかになることなどが必要で

す。 

 しかしながら、南足柄都市計画区

域の人口は、目標年次において減少

が見込まれると予測しております。 

 このため、第７回線引き見直しに

おいて、御要望のあった区域を市街

化区域に編入することはできませ

ん。 

 

１ 
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都市計画に対する意見書の分類一覧 
 

松田都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更（神奈川県決定） 

整理 

番号 
受付年月日 住 所 意見の区分及び類型 

１ Ｈ28.05.23 足柄上郡松田町松田庶子 その他 Ａ 
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都市計画に対する意見書の要旨と都市計画決定権者の見解 
 

松田都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更（神奈川県決定） 

類型 意見書の要旨 都市計画決定権者の見解 延べ人数 

Ａ その他 

【（仮称）酒匂縦貫道路計画の具体化に

ついて】 

○ （仮称）酒匂縦貫道路の計画につい

て、都市計画案では、構想路線として

酒匂川左岸沿いに山北町方面に向かい

計画されている。 

この計画に関して、計画論及び現場

状況等の視点から疑問がある。 

１）計画論（幹線道路網） 

（仮称）酒匂縦貫道路は完成区間の現況

から、国道 255 号と並ぶ南北道路とし

て国道 246 号への連絡を担う幹線道路

と理解しているが、都市計画案におけ

る構想路線ルートでは東西道路機能

（東西距離）が大きすぎ、幹線道路網

における南北道路としての役目が十分

果たせないのではないかと懸念する。 

２）現況状況（技術的及び財政的課題の

存在） 

構想路線が小田急線と交差する箇所

の現場条件について大きな疑問が残

る。 

小田急線鉄橋と河川断面の高さが重

複しているのではないか。鉄橋を高く

する必要が生じた場合、技術的及び財

政的にどの様な対処が考えられるの

か。特に鉄道事業者である小田急電鉄

の財政負担が心配である。 

３）危険踏切に対する国の方針関連 

今国会で、改正踏切道改良促進法が

成立し、鉄道会社と自治体が具体的な

改善策で合意していなくても、改良を

要する踏切として国の判断で指定でき

るようにした。 

小田急線と県道 711 号が交差する渋

沢 14 号踏切が、既に歩行者ボトルネ

ック踏切に指定されており、踏切自体

の課題だけでなく、断面不足の JR 御

殿場線ガードと隣接しているため、周

辺地域の交通混乱・混雑が著しい。 

早期の鉄道立体交差化は喫緊の課題

である。 

 

 

【（仮称）酒匂縦貫道路計画の具体化に

ついて】 

○ 「都市計画区域の整備、開発及び保

全の方針（以下「整開保」とい

う。）」は、都市計画区域のマスター

プランであり、都市計画の目標、区域

区分の決定の有無及び区域区分を定め

る際の方針並びに主要な都市計画（土

地利用、道路や公園等の都市施設の整

備、自然的環境の整備又は保全など）

の決定の方針を示しています。 

○ （仮称）酒匂縦貫道路は、神奈川県

西部都市圏の２市８町（小田原市、南

足柄市、中井町、大井町、松田町、山

北町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河

原町）が策定した「県西部都市圏交通

マスタープラン 都市・地域総合交通

戦略（平成 26 年 10 月）」において、

県西部都市圏の骨格を形成する放射線

状型・ラダー型・拠点間連絡型の幹線

道路網の形成を図るとともに、広範囲

に影響をもたらす災害への備えとして

リダンダンシー（多重化）を確保する

ことを目的に、松田町と山北町を結ぶ

路線として位置付けられており、現時

点で具体化の見通しはないものの、将

来的な構想路線として「整開保」に記

載しています。 

○ この構想路線を具体化する際には、

事業主体を定めた上で、小田急小田原

線と交差する箇所の構造等を含めて、

検討していくこととなります。 

○ また、平成 19 年４月に公表された

「緊急対策踏切」で歩行者ボトルネッ

ク踏切に指定された渋沢 14 号踏切に

ついては、速効対策としてカラー舗

装、路面表示を実施しています。 

○ 以上のことから、構想路線である

（仮称）酒匂縦貫道路を松田町内で国

道 246 号と接続させる変更や追加は行

いません。 

１ 
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都市計画に対する意見書の要旨と都市計画決定権者の見解 
 

松田都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更（神奈川県決定） 

類型 意見書の要旨 都市計画決定権者の見解 延べ人数 

  

○ 以上から、（仮称）酒匂縦貫道路の

ルートについては、危険踏切解除を同

時解決するためにも、松田町内で国道

246 号と接続させる構想の追加をお願

いする。 

なお、（仮称）酒匂縦貫道路の主目

的である山北町への連絡については、

国道 246 号ハーフ IC をフル IC へ改良

すること、さらに、県道 72 号との交

差を平面方式とすることで十分対応可

能と考える。 

 

  

 



 


